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　　U、i。g　CA19－9　RIA　K1t・（CIS），　w・d・termi・・d　the　c・ncent・ati・n。f　thi・a・tig・n　i・the・e・a・f

140patients　with　maligna且t　diseases，37　with　benign　diseases　and　60　normal　subjects．　A　cut－off

。、1。e。f　37U／ml　was　ch・・en・・th・・。・m・1・pPer　1・v・1・f　this　ser・m　m・・ker・b・・ed。・rep・rt・by

D，1Vi11。n。，・t・1．　E1・v・t・d・・tig・・1・v・1・w・・e・bserv・d　in　se・um　f・・m　p・ti・・t・with　ca・ci・。皿a

。f。dig。、ti。，。rg・・，・・peci・11y　the　p・ncreas（87％・f　ca・e・）・nd　biliary　tract（71％・f　case・）・High

levels　were　a夏so　observed　ill　O－33％of　patients　with　benign　disease　of　a　digestive　organ．　There

were　no　correlation　betweell　the　serum　value　of　this　antigen　aエ1d　CEA　or　AFP。

　　These　results　suggest　that　the　assay　Qf　CA19－9　is　useful　for　the　diagnosis　of　carcinoma　of　the

pancreas　and　biliary　tract．　Shinsh　6」物4．ノ，，82：225－280，ヱ984
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腫瘍マーカー，CA19－9，膵癌，胆道癌

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　種癌患者，非癌患者，および健常者の血清CA19－9値

　　　　　　　　　はじめに　　　　を測定したので，その成績を幸晧する．また，この抗

　1979年，1（oprowskiらはヒ1・結腸直腸癌由来の培　　原をのほかにcarcinoembryonic　antigen（CEA），

養株（SW1116）によって免疫されたマウス脾細胞の　　alphafetoprotein（AFP）の血清濃度も測定したの

ハイブリドーマから，ヒト消化器癌に特異性のあるモ　　で比較検討した。

・夘一ナ・レ抗体を見出した1’・この抗体を用い厳　　　　　対象と方法

索により，新しい結腸直腸癌特異抗原がみつかり，こ

れをCA19－9（Carbohydrate　antigen　19－9）と命　　　信州大学医学・部第2内科およびその関連病院で，病

名した2）。これは血清腫瘍マーカーとして，消化器癌　　理組織学的あるいは臨床的に診断が確定された癌患者

とくに膵癌の診断に有用であるとの報告がなされ，に　　140例，非癌患者37例，および健常者60例，計237例を

わかに注目をあびてきた3）『9）。われわれの教室でも各　　対象とした。癌患渚の内訳は膵癌37例，阻道癌14例，
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肝欄癌7例喰道癌・・例，胃癌3・例，結腸醐癌・7でWi・…研究所のK・P・・w、kiらの作製したモ、

例，肺癌16例，乳癌3例，髄・例・および卵鵜・　ク・一ナ・レ抗体を使用した．C・t－・鮪（基準値）は

例であ・た誹骸患雌騨炎・9例，鵬症・例，　D・1Vi11・n・ら縦・・，37U／mlとした・・．　CEA測定

肝殿症7例，胃潰瘍6例，および潰瘍1生大骸3例　はCEA・EIA・キ。ト（Abb・tt社）を用い，、。、．

であ・た・騰者の鱗分布は22歳から7・歳，平均年　・ff値は5・g／m1とした．　AFP騨LPHAFET。．

齢58・3歳であ・た・　　　　　　RIA・キ・・（D・i・・b・・社）で測定し，，u，．。焔

鯖は一20℃に保存したものを使用した．CA19一　は20・g／mlとした。

9はELSA・CA19－9・キット（CIS，フランス原子

力庁）を用いて測定したが，一部の鯖はキ。澗の　　　　　結　果

比較のため，CA19－9・RIAキ・ト（CENTOC・R　A各骸舳よび麟者t：おける血清CA、9．9の
社）によっても測定した。両者とも固相サソドイッチ　　　　陽性率

灘よるもので，担体には髄カミあるが，抗体胴一　陽性率姻1のごとく，骸患鉾で49％（69／14。），

ミ

820
話

o

　　　　　　　　　IO　　37　100　　　　1000　　　10000　30000
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0Al9・・9（U／mり

　　　　　　　Fig・1Pg・iti・§・ates・f　CA19－91・v・1・i・the　ser・m。f　p・ti・nt、　wi・h

　　　　　　　　　　varlous　diseases　and　normal　subjects．

非癌難では14％（5／37）鍵常者では・％（・／・・）　伽1例腋径・・m以下の早期の癌であ。た．髄

であ・た・疾患別こみると，膵癌87％（・2／37）・脳癌嘱f螂は・・％と高く，全微瀞術不能であ。た。

癌71％（1°／14）塙く，その他消イヒ糀では肝細胞本症での・・，…U／m1以上の離伽4例（29％）で

癌が43％（3／7）・糊醐癌35％（・／・7）・胃癌33％あり，・伽・64，…U／mlと綱麟した症伽で

（1°／3°）と比較鵬い陽｛蝉を示した・非骸患では　鵬働乱た．肝細胞癌も比較鵬暢肺を示し

慢麟炎16％（3／19），症騰は少な・・が胆碓33％て・・たが，馳例のcA19－9徹1例を除、、砒較白勺

（1／3），肝顧症14％（1／・）であ・た・　　　低噸離あ・た．結髄鵬でをまi馳率、・比較的低

B各鰍舳よび齢者【謝ナem清CA・9－9値　く・かつ陽性例の徹…U／m1以下であ。た．鑓
図2はｱCA19－9値をプ…したものである・癌，髄の陽翻は離をとるもの・・多か。た．朧

醗で鵬働とるものが多く，1・・…U／1・1駈の　で醐關・伽3伽・鰭支朧であり，他の、例

症伽8例（22％）嘲められた・正常働示した・醐織診断辮られなかった．馳伽すべて，。。U／
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Fig．2　CA19－91evels　in　the　serum　of　patients　with　varieus　diseases

　　and　normal　sttbjects．

m1以下であった。乳癌では3例すべて血清CA19－9値　　　健常者60例は33U／ml以下で全例正常域にあった。

は正常範囲内であった。　　　　　　　　　　　　　　　　C　CA19－9とCEA・AFPの血清値の相関

　非癌疾患では慢性膵炎の陽性例3例は全例膵石症を　　　図3は膵癌患者28例におけるCA19－9とCEAの血

合併し，またすべて300U／m1以下であった。胆石症，　　清値の相関を示したものである。両者の間に相関はな

肝硬変症でも各1例陽性であったが，その値は160U／　　かった。（相関係Va　r　・＝O．　0373）CEAの陽性率68％

ml，83U／m1と低かった。・・一”　　　　　　　　　　　　　　　（19／28）に対し，　CA19－9の陽性率は93％（26／28）と

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Figure：％
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Fig．3　Correlation　between　CA19－9　and　CEA　levels　iロthe　serum　of

　　patie且ts　with　pancreatic　cancer．
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　　with　hepatocellular　carcinoma．　　　　　　　　　　of　CENTOCOR．

高か。た．瀦を組み舖せてどちらか1つ以上陽性　今回のわ2’・・ibれの成績では・CA19－9の陽性率は膵

のものは96％（27／28）であり，陽性率の向上が認め　　癌，胆道癌できわめて高率であり，諸家の報告とほぼ同

られた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　様であった。またこれらの疾患では陽性率が高いばか

　図4は肝細胞癌患者21例のCA19－9とAFPの相関　　　りでなく高値例が多く，10，000U／m1以上の異常高値

をみたものであるが，両者の間に相関はみられなかっ　　例が多数認められ，膵癌，胆道癌における血清CA19一

た．（，＝OO．0391）AFPの陽性Wま　76％（16／21），　C　9測定の有用｛生力確認された・最近D・1　Villan°と

A19．9の陽1郷は28％（6／21）であった．組み合わせ　Zuraw・ki6）は治癒切除可能な早期の膵癌でも5例中

で陽性率は81％（17／21）と向上した。　　　　　　　　4例（80％）がCA19－9陽性であったと報告してい

　D　2種のCA19・9・RIA・キ・ソトの比較　　　　　　　る。一方，鈴木ら9）は膵癌47例について検討し，血清

　各種疾患患者27名でCENTOCOR社のキットとCI　　CA19－9の陽性率はTt（直径2cm以下）の4例では

Sのキットとの血清CA19－9値の相関を検討すると，　　O％であったが，　T2（面径2．1～4．Ocm）では83％と，

r　・0．99できわめてよい相関を示した（図5）。　　　　　非常に高い陽性率を示したと述べている。われわれの

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　T，の1例でもCA19－9は陰性であった。以上より現状

　　　　　　　　　考　　　案　　　　　　　　　　　では早期の膵癌をCA19－9を用いて発見することは困

　CA19－9はmonosialogangliosidelo）で，その抗原　　難であるが，十分治癒切除が可能であるT2症例ではC

決定基は糖鎖中の・i・ly1・t・d　1・・t・－N・t…p・nt・・e　A・9－9の陽性率が高いことから，このマーカ｝汲1定の

r［11）と同定されている。この抗原の糖鎖部分は癌とり　　有用性が期待される。肝細胞癌では陽性率は43％と比

わけ消化羅癌組織中に糖蛋白の形で存在し1），さらに，　較的高かった。過去の報告6）膳8）では0～49％と陽性率

これは上記癌患者の血清中でも増加することが明らか　　にばらつきがみられるが，今後症例数を増やしてさら

となった2）。消化器癌とくに膵癌患者で血清CA19－9　　に検討していく必要がある。非癌疾患のうち，肝胆疾

陽性率が高いことが知られている。現在では膵癌など　　患ではCA19－9陽性を示す症例があり，これは，　CA

悪性疾患患者で治療効果や再発の臨床的判定といった　　19－9が肝内胆管上皮細胞より放出されるためと考えら

モニタリソグマーカーとしての有用性も認められてい　　れている12）。われわれの成績においても肝硬変症，原

る7）。　　　　　　　　　　　発性胆汁性肝硬変症・胆石症でerk・CA19－9陽性例がみ
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られ，これらの良性疾患と肝細胞癌あるいは胆道癌と　　べく早期にスクリーニングするためには，CA19－9値

の鑑別は1血清CA19－9のみでは困難といえる。結腸直　　が100U／ml以下の症例も注目しなければならないこ

腸癌のCA19－9陽性率は35％であった。　Del　Villano　　とを考慮すると，本CA19－9を鑑別に応用するのは限

とZurawski6）によれば結腸腹腸の進行癌ではCA19　　界があると考えられる。

－9陽性率は58％と高いが，Dukes　Aでは7．4％と低　　　健常者60例中にはCA19－9陽性例はなく，Del　Vil・・

く，早期診断には不適とされている。胃癌の血清CA　　lanoらの2，700例の検索でも陽性例はわずかに0．4％

19－9はわれわれの成績では33％の陽性率を示した。こ　　であった。CA19－9はFalse　positiveが低く，悪性

れはDel　VillanoとZurawski6）の67％よりは低値　　疾患に比較的特異性の高いマーカーと考えられた。ま

であったが，陽性例は高値をとることが多く，進行例　　たCEAと異なり喫煙者で異常値をとることもないと

も多かった。わが国では胃癌の早期発見のためにはX　　され6），診断的価値の高いことが示唆された。

線，内視鏡の発達が著しく，診断が確実であるので，　　　またCA19－9はCEAやAFPとは異なる腫瘍マーヵ

血清CA19－9の胃癌に対する応用は，診断のためより　　一であり，相関がないことからこれらと併用すること

は，むしろ術後のモニタリングマーカーとしてCEA　　により診断率を向上させることが期待された。当教室

とともに有用性があると考えられる。乳癌ではCA19　　での膵癌，肝細胞癌の組み合わせ診断の検討では明ら

一9陽性例がなく，Del　Vi11anoとZurawski6）の最　　かな診断率の向上が認められた。

近の報告でもわずかに陽性率は10％である。したがっ

てCA・9－9艀L癌の診断には不適と教られる．肺癌　　　　．結　語

では陽性率は25％と低かったが，4例の陽性例中3例　　　消化器の悪性疾患を中心に，一部他臓器の癌ならび

が気管支腺癌であり，この気管支腺癌についての腫瘍　　に良性の消化器疾患患者の血清を用いて，新しい腫瘍

マーヵ一となりうるかどうか今後十分な検討がなされ　　マーカーであるCA19－9の測定成績について検討した。

るべぎと考えられる。　　　　　　　　　　　　　　　　CA19－9は膵癌，胆道癌に比較的特異性がみられ，ま

　良性疾患のうち慢性膵炎についてCA19－9陽性率は，　た感度も高いことより，今後これら消化器癌の診断や

山中ら8）は0％，Del　VillanoとZurawski6）は2．9　　治療のマーカーとして有用性の高いことが確認された。

％，鈴木ら9）は9％o，有吉ら7）は33．3％と報告している。

われわれの成績では16％の陽性率であったが，CA19　　　稿を終えるにあたりCA19－9の測定をしていただい

一9値は低く，陽性例はすべて300U／ml以下であった。　　たミドリ十字RI本部およびSpecial　Reference．　La・

この成績からCA19－9測定は膵癌と慢性膵炎の鑑別診　　boratory（SRL）開発部の各社に深謝いたします。

断には有用性が高いことが示唆されるが，膵癌をなる
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